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主論文 

Molecular characteristics of extended-spectrum β-lactamaseproducing Klebsiella pneumoniae in 

Japan: Predominance of CTX-M-15 and emergence of hypervirulent clones 

 

日本における基質特異性拡張型 β-ラクタマーゼ産生肺炎桿菌の分子遺伝学的特徴：CTX-

M-15 の優位性と高病原性クローンの出現 
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論文審査の要旨 

 

本研究は、本邦で分離される基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ（ESBL）産生肺炎桿

菌について、薬剤耐性の特徴と病原性との関連について詳細に解析したものである。 

2018 年 6 月から 7 月までに本邦の全国医療機関 100 施設から 1 株ずつ収集した計 100

株の ESBL 産生肺炎桿菌を対象に、薬剤耐性と病原性について解析した。その結果、全

ての株が CTX-M 型 ESBL を保有し、CTX-M-15 保有株が 55 株と最も多くみられ、MLST

解析でこの 55 株は 24 の sequence type（ST）に分類され、ST25 が 8 株と最多であった。

対象株 100 株のうち 63 株で接合伝達能が確認され、CTX-M-15 保有株 55 株においては

34 株で接合伝達能を有し、そのほとんどが IncFIIk（24 株）のプラスミドに分類された。

高病原性肺炎桿菌と同定されたものは 31 株であった。本研究の結果から、海外で流行し

ている CTX-M-15 が本邦においても肺炎桿菌の主要な ESBL であることが明らかとなっ

た。また、CTX-M-15 を保有する肺炎桿菌の拡散は、特定クローンの拡散ではなく、CTX-

M-15 をコードした IncFIIk プラスミドの接合伝達による拡散と考えられた。 

公聴会においては、本邦で ESBL 産生肺炎桿菌の分離率やキノロン耐性率が低い理由、

海外諸国との相違点、バイオマーカーと高病原性との関連について、ならびに今後の研

究の発展性等の質問があり、海外との抗菌薬仕様の相違点、本邦において特定のキノロ

ン耐性が優位である点、患者情報を含めた解析の必要性など、適切に応答した。以上に

より、本研究は今後の耐性菌感染症治療に対し十分な知見を与えられる業績と評価され、

学位に値すると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに微生物学の進歩に寄与すると

ころが大きいと認める。 
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